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１．まえがき 

 

近年，わが国の製造業は，新興国の急速な技術革新と低価格

競争により大変に厳しい状況になってきており，より一層のコ

ストダウンが必要となってきている．そのためには高品質で低

価格の製品を短い納期で作り上げることが重要視され，製品の

開発から生産，販売，回収リサイクルまでのライフサイクル全

般を対象としたコンカレント・エンジニアリングの導入が進ん

でいる．そのためにはコンピュータ支援によるものづくりのデ

ジタル化が必要であり，このような社会状況に合わせて，高

専・大学の設計製図教育にもＣＡＤ/ＣＡＥが導入されるよう

になった．北九州高専では， 2007 年に「SolidWorks 

2006-2007」（以後 CAD と称す）を導入したのを契機に設計製

図教育に３Ｄ－ＣＡＤによる製図教育を行っている（1）．しか

し,設計製図に関連する授業時間が従来に比べ大きく減少して

いる中で，新たに３次元CADを教育し理解をさせるためには，

授業だけでは十分とは言えず，そのために自主的に取り組みた

いという学生のために機械工学科では，昨年より，３次元 CAD

利用技術者試験の受験を学生に推奨している．その受験を通し，

授業だけでは十分に理解できない，CAD のリテラシーや複雑

な機械の図面の空間把握能力などの向上につながり，機械設計

製図教育に大いに役立ったので報告する． 

 

２．３次元CAD利用技術者試験 

 

 活用した検定試験は，社団法人コンピュータソフトウェア協

会と一般社団法人コンピュータ教育振興会が共催する「CAD

利用技術者試験」の中の 3 次元 CAD 利用技術者試験である．

この試験には 2 級・準 1 級・1 級があるが，準 1 級レベルを目

標とした．ただし，2 級を合格しないと準 1 級の受験資格はな

い． 

 2 級の試験科目は，3 次元 CAD の概念，3 次元 CAD の機能

と実用的モデリング手法，3 次元 CAD のデータの管理と周辺

知識および 3 次元 CAD データの活用であり，CAD に特定し

たことではなく，コンピュータ全般に対する知識の習得が要求

される．機械工学科の学生にとっては，製図に関する知識は授

業である程度理解しているが，コンピュータの知識についても

理解する必要がある． 

 準 1級は，実際にCADによるモデリングによる出題である．

出題分野とその要点を表１（２）に示す． 

 問題では，モデリング途中または完成した部品の体積，質量，

任意の距離，面積および重心などが問われる． 

 

３．自学自習の教材開発 

 

設計製図教育に関する内容をCADを活用して学生が自学自

習できるシステムの構築をおこなった（３）．開発した教材のシ

ステム構成を図１に示す．教師用のサーバに高専の５年間で学

習する項目，具体的には用器画法による平面図学，投影法によ

る立体図学，ねじ・歯車などのJIS機械製図による機械要素，

3次元ＣＡＤを理解するための演習および手巻きウインチ等

の設計製図課題のフォルダがある．さらに3次元ＣＡＤ利用技

術者試験の過去に出題された問題（２）も自学自習できるように

なっている． 

検定試験に取り組む学生は，授業時間外に本試験に必要な任

意の平面の作成方法，座標系の取り扱い，体積，重心などの求

め方などの基本的なスキルを習得する．その後は，CAD 室に

て自学自習して試験に臨む． 

 

表１．準1級試験の分野と要点（２） 

分  野 要  点 

CADリテラシー 

文章によるモデリング手順に従い，部品を作

成する問題．第三者との口頭によるやり取り

や手描き図面情報の伝達をイメージし，的確

にコマンドを使用できること． 

空間把握能力 
投影図，展開図より部品を作成する．空間形

状が把握できること． 

2次元図面からの

作図能力 

2次元図面より，機械部品を作成する．実務

の基本能力がある． 
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3 次元 CAD 検定試験問題フォルダに用意されている過去のモ

デリングデータを図 2 に示す． 

 

サーバー
（教師用）

クライアント
（学生用）

平面図学（線分・角・楕円・
インボリュートほか）

立体図学（等角図・三角法・
断面・相貫体・展開ほか）

機械要素（ねじ・ばね・歯車・
軸受・継手ほか）

３次元CAD演習

設計課題（モーターサイクル・
手巻ウインチ・渦巻きポンプ）

３次元CAD検定試験問題

 

 

図1．教材のシステム構成 

 

 
 

 

 
 

 

  

 

   

   

   

 

図 2．3 次元 CAD 検定試験問題 

４．システムの活用事例 

 

学生は，3 次元 CAD 検定試験問題フォルダから任意のファ

イルを読み込む．与えられた課題に順番に取り組んでいくが，

わからない場合は，CAD の履歴機能により，呼び出したモデ

リングを活用して操作方法を理解する．図３に活用事例を示す．

図において，（１）がモデリングの課題である．空間把握能力

を働かせて，（２）回答の手順の手順１では課題の最大寸法か

らブロックを作成し，順次課題に沿った形状になるように手順

どおりにモデリングを行えば完成する． 

手順4
手順3

手順2手順１

 

    （1）課題        （２）回答の手順 

図3．3 次元 CAD 検定試験問題の一例 

 

５．まとめ 

 

設計製図教育を補完する目的で３次元CAD検定試験を活用

した．平成23年度は8名が2級と準1級に受験し全員が合格した．

平成24年度は2級に22名受験し20名が合格，準1級には19名が

受験したが合格は8名であった． 

設計製図教育に関する時間が少ない中で，意欲がある学生の

ためにこのような外部機関による検定試験を活用することは

有益なことと考えられる．今後とも積極的にこのような検定試

験を活用して学生の意欲向上に取り組んでいく．  
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